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ガイドの見方
クイックスタートガイドで使用する記号とその内容について説明します。

用語について
本ガイドでは，FB などを，次の総称・略称で表しています。

記号 内容 例

知っておく必要のある内容を記
載しています。

メニュー [ 表示 ] → [ コメント表示 ]( キー + 
キー ) を選択すると，コメントの表示／非表示を

切り換えることができます。

作業を行う上で必ず注意する事
項を記載しています。

ユニットの取り外しを行うときは，必ず電源を遮断し
てから実施してください。

画面のボタン ボタン

［　］
メニューバーのメニュー名
([ ] → [ ] はドロップダウンメ
ニューを示す )

メニュー [ プロジェクト ] → [ 新規作成 ]

キーボードのキー キー

(　)
ドロップダウンメニューに対応
する別手順 ( アイコンやキー
ボードのキー )

メニュー [ 変換 / コンパイル ] → [ 変換 +全コンパイル
]( )

総称／略称 内容
FB ファンクションブロック (Function Block) の略称。

FBライブラリ
GX Works2 のシンプルプロジェクトで使用可能な FB 部品集です。
MELSEC-Q/L シリーズユニット，パートナ製品を使用するための
シーケンスプログラムが簡単に作成できます。

GX Works2

シーケンサのプログラミングツールです。
FB ライブラリを使用したプログラミングが可能です。
製品形名 SWnDND-GXW2 および SWnDNC-GXW2 の総称製品名。
(n ＝バージョンを意味する )

GX Developer
シーケンサのプログラミングツールです。
製品形名 SWnD5C-GPPWの総称製品名。(n ＝バージョンを意味す
る )

Point

Ctrl

F4
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関連マニュアル
クイックスタートガイドでは，FB の基本的な導入手順を紹介しています。
必要に応じて以下に記載するマニュアルを参照ください。
マニュアルは，三菱電機 FAサイトからダウンロードすることができます。

マニュアル名称 マニュアル番号
( 形名コード ) 標準価格

GX Works2 Version1 オペレーティングマニュアル　( 共通編 )
GX Works2 のシステム構成やパラメータ設定，オンライン機能の操作
方法など，シンプルプロジェクトと構造化プロジェクトに共通な機能
について説明しています。

( 別売 )

SH-080730
(13JV90)

￥4,000

GX Works2 Version1 オペレーティングマニュアル　( シンプルプロジェ
クト編 )
GX Works2 のシンプルプロジェクトでのプログラム作成，モニタなど
の操作方法について説明しています。

( 別売 )

SH-080731
(13JV91)

￥3,000

GX Works2 Version 1 オペレーティングマニュアル （シンプルプロジェ
クト・ファンクションブロック編）
GX Works2 のシンプルプロジェクトでのファンクションブロックの作
成，シーケンスプログラムへの貼付け，FB ライブラリなどの操作方法
について説明しています。

( 別売 )

SH-080983
(13JD28)

￥3,000
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はじめに
クイックガイドでは FB( ファンクションブロック ) を初めて使用する場合の基本的な導入手順を，
わかりやすく説明しています。
この 1冊で FB の使い方を簡単に理解することができます。

クイックスタートガイドは，FB ライブラリの使用方法，FB の作成方法を簡単な例を用いて説明
しています。
実際にシステムを設計 /運用する場合には，ご使用されるCPU ユニットおよびご使用ユニットの
マニュアルをお読みいただき，安全に注意してご使用ください。

クイックスタート
ガイド

ＦＢとは何？

どうやって
使うの？

どうやって
作るの？

・ＦＢの概要について説明します。 

・ＦＢライブラリを使用する前に必要な準備について
　説明します。 
・ＦＢライブラリを実際に使用して，簡単なシーケン
　スプログラムを作成する手順を説明します。

・お客様でＦＢを作成する場合の手順について，例を
　使って説明します。 

・ＦＢを使用するメリットや特長について説明します。

FB とは　P.4～

FB ライブラリを使ってみよう　P.11 ～

FB を作ってみよう　P.29 ～
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FB とは
FB とはファンクションブロックの略称で，シーケンスプログラム内で繰り返し使用する回路ブ
ロックを部品化して，シーケンスプログラムの中で流用できるようにしたものです。
これにより，プログラム開発を効率化するとともにプログラムミスを削減し，プログラムの品質を
向上することができます。

シーケンスプログラム

部品化とは？
シーケンスプログラムを部品化するとはどういうことでしょうか？
部品化の流れを以下の簡単なプログラムで見てみましょう。

例 ) 入力信号 (X1) が 12 回 ONすると，出力信号 (Y12) が ONするプログラム

部品化 ＦＢ

入力

入力ラベル 出力ラベル

出力

X1

X1
（ Y12 ）

（ Y22 ）
X2

［＞＝ D1  K12］ （   Y12   ）

［ INCP D1 ］

内部デバイス

入力
ラベル
i_Count

Count_Num1
i_Count o_C_UP

Count_Num2
i_Count o_C_UP

入出力回路を作成（パラメータをセット）

i_Count o_C_UP
Count_Num

出力
ラベル

o_c_up

i_Count

［ ＞＝ m_Cnt  K12 ］ （  o_C_UP ）

［ INCP  m_Cnt ］

内部ラベル

カウント処理2

カウント処理1

①部品化するプログラム

③ＦＢにすると

②入出力を分けます。また，内部デバイスを内部
ラベルに置き換えます。

④プログラムへのＦＢ貼付け
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FB を使用するメリット
FB を使用してプログラムを作成するメリットを紹介します。

■ 簡単プログラミング！
FBを貼り付けるだけでシーケンスプログラムを簡単に作成することができます。これにより，プ
ログラム開発工数を大幅に削減することができます。( 三菱電機が提供する FB ライブラリを使え
ば，プログラミングがさらに簡単になります。)

■ 読みやすい！
シーケンスプログラムに FBを使用することで，"箱 "(FB) と入力，出力だけのシンプルなプログラ
ムになるため，読みやすいシーケンスプログラムになります。

部品選択ウィンドウからＦＢを選んで
ドラッグ＆ドロップで貼り付けるだけ
部品選択ウィンドウからＦＢを選んで
ドラッグ＆ドロップで貼り付けるだけ
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■ 再利用！
標準的なプログラムを部品化することで，プログラムを何回でも再利用することができます。
そのため，これまでのように，シーケンスプログラムをコピーして，デバイスを修正するという操
作が不要になります。

■ 品質向上！
標準的なプログラムを FB で部品化し再利用することで，プログラム開発者の技術レベルに依存し
ない均一な品質のプログラムを開発することができます。
開発者 Aと開発者 Bは異なる装置のシーケンスプログラムを開発していますが，共通処理は同一
の FB を使用するため，同じ品質のシーケンスプログラムを作成することが可能です。

部品化

起動制御用
ＦＢ

起動制御用
ＦＢ

起動制御用
ＦＢ

起動制御用
ＦＢ

共通
ＦＢ

個別処理Ｂ個別処理Ｂ

個別処理Ａ個別処理Ａ

共通ＦＢ共通ＦＢ

共通ＦＢ共通ＦＢ

開発者Ａ

開発者Ｂ
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■ 資産保護！
技術ノウハウに関わるシーケンスプログラムを FB 化し，パスワードによって保護できるため，技
術ノウハウの流出を防ぐことができます。

技術ノウハウに関わる
シーケンスプログラム

ＦＢ化し，パスワード保護 



8

FB ライブラリとは
FB ライブラリとは，GX Works2 のシンプルプロジェクトで使用可能な FB部品集です。これらを使用す
ることで，MELSEC-Q/L ユニット，パートナ製品の設定や動作を簡単に行うことができます。

<MELSEC-Q/L ユニットの例 >

<パートナ製品の例 >

ユニット用ＦＢ

ＦＢ ＦＢ ＦＢ

アナログ入力ユニット

アナログ
信号

レベル計
流量計
圧力計
　・
　・
　・

ＡＤ信号
読出し

オフセット
設定

ゲイン
設定

・・・

Ethernet 
CC-Link

パートナ製品用ＦＢ

ＦＢ ＦＢ ＦＢ

ビジョン
センサ ＲＦＩＤ

レーザー
変位センサ

ＦＢ

温度調節計

温度調節計

パ　ー　ト　ナ　製　品　群

CC-Link
通信変換器

・・・

ＲＦＩＤ 温度調節計ビジョンセンサ
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■ FB ライブラリ　ラインアップ
FBライブラリは， 「MELSEC-Q/L ユニット用 FB」，「パートナ製品用 FB」などがあります。

さまざまな機能に対応した FBライブラリを順次公開して行く予定です。

■ FB ライブラリ　入手方法
FBライブラリは，三菱電機 FAサイトから入手できます。
(URL　www.MitsubishiElectric.co.jp/fa)

MELSEC-Q/L ユニット用 FB パートナ製品用 FB
・CPU ・RFID
・アナログ入力 /出力ユニット ・レーザ変位センサ
・カウンタユニット ・ビジョンセンサ
・位置決めユニット ・温度調節計

…
…

…
…

三菱電機ＦＡサイト

インターネットインターネット
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開発ツール
FB を使用してシーケンスプログラムを開発するためには，以下の開発ツールをご用意ください。

FB の仕様および注意事項
FB をご使用の際は，以下の仕様・注意事項をご理解の上，使用ください。
１．FB の内部で FB を使用することはできません。
２．FB を配置したときに，FB 固有の処理が追加されるため，FB を使用しないで作成した回路に比
べ，ステップ数が増加します。

３．割り込みプログラムの中では，FB を使用することはできません。
４．１スキャンで実行が完了しない FB は，FOR ～ NEXT やサブルーチンの中では使用できません。

ツール名称 バージョン
GX Works2( シンプルプロジェクト ) 1.09K 以降

Point

FB ライブラリにより，GX Works2 の対応バージョンが異なるものがあります。
詳細は各 FB のダウンロードページを参照してください。
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

11

FB ライブラリを使ってみよう
ここでは，FB ライブラリを使ってプログラムを作成する手順について説明します。

作成するプログラムについて P.12

FB ライブラリを使用する前の準備 P.13

プロジェクトの新規作成 P.16

プロジェクトへの FBライブラリの取込み P.19

FB の貼付け P.21

貼り付けた FBの名前を設定 P.22

入力回路・出力回路の作成 P.23

変換・全コンパイルの実施 P.24

シーケンスプログラムの書込みと実行 P.25

動作の確認 P.26
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作成するプログラムについて
アナログ入力ユニットからアナログ値を取り込む例で FBライブラリの使い方を理解いただきま
す。

例 ) スイッチ (X10) を ONするとアナログ入力ユニット (Q64AD) からアナログ値を D10 に読み込
む

FB ライブラリを使用するとプログラムは以下のように簡単に作成できます。

それでは実際に，このプログラムを作成してみましょう。

Point

例ではユニットをデフォルト設定の
まま使用しています。
実際のシステムで使用する場合は，必
要に応じてインテリジェント機能ユ
ニットのデータ ( パラメータ，スイッ
チ設定 ) の設定を行ってください。

Q64AD QX40

Ｑ６４ＡＤ
　0スロットに装着
　電流入力（4～20mA，通常分解能）
　ＣＨ１を使用

スイッチ
（X10）

電流入力

圧力センサ等

スイッチ(X10)をONすると
指定チャンネルのＡＤ変換データを読み出すＦＢ

o_AD_Vaiue:W

D10にアナログ値を格納

×10

D10
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FB ライブラリを使用する前の準備
FB ライブラリを使用するには，三菱電機 FAサイトからダウンロードして入手してください。
(GX Works2 をインストールしても FB ライブラリはインストールされません。)

それでは，アナログ入力ユニット (Q64AD) 用の FB ライブラリをダウンロードしてみましょう。

なお，既にGX Works2 に取り込まれている場合は，以下の作業は不要です。

操作手順

1. サンプルライブラリのダウンロードページを開きます。
三菱電機 FA サイト (www.MitsubishiElectric.co.jp/fa) を開き，
[TOP] → [ ダウンロード ] からサンプルライブラリのページを開いてください。
下記は 2018 年 7月時点でのサンプルライブラリのダウンロードページです。

2. アナログ入力ユニットの FB ライブラリ一覧が表示されます。

Point

FB ライブラリのダウンロード時にユーザー名とパスワードが必要になります。
事前に FAメンバーズサービスの ID 登録 ( 無料 ) を実施してください。

ダウンロードする対象ユニット名
(アナログ入力ユニット)をクリック

対象形名(Q64AD)の
ライブラリをダウンロード



14

3. ファイルを保存します。
以上の手順によりダウンロードが完了します。
続いて，ダウンロードしたファイルのインストールを行います。

操作手順

1. ダウンロードした「fb-q64ad_v102c.zip」を解凍し，インストールを開始し
ます。

2. インストール画面が表示されます。
インストール画面が表示されます。
指示に従い，インストールを行います。

3. インストールが完了すると，下記ダイアログが表示されます。

以上で，FBライブラリを使用する前の準備は終了です。

解凍したフォルダ内の
「setup.exe」をダブルクリック 

　　　　　をクリックして
ダイアログを閉じる。 
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Point

■リファレンスマニュアルの参照方法
インストールした FB の詳細は，リファレンスマニュアルで確認してください。
FB ライブラリをインストールすると，リファレンスマニュアルも合わせてインストー
ルされます。

以下に，リファレンスマニュアルを見る手順を説明します。

操作手順

1. リファレンスマニュアルを表示させたい FBを選択し，右クリック 
→ ショートカットメニュー [ データのヘルプ表示 ] を選択

2. PDF 形式のヘルプファイルが表示されます。

3. 選択した FB のページを表示します。
選択した FB のリファレンスマニュアルを表示します。

表示させたい
ＦＢをクリック
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プロジェクトの新規作成
GX Works2 を起動してプロジェクトを新規作成します。

操作手順

1. Windows®のスタート*1→[MELSOFT]→[GX Works2]*2→[GX Works2]を選択
*1: [ スタート画面 ]→ [ すべてのアプリ ]または [スタート ]→ [ すべてのプログラム ]/[ すべてのア
プリ ] から起動します。

*2: Windows® 8 以降では表示されません。

2. 起動後，GX Works2 のメイン画面が表示されます。
 

次のページへ

ナビゲーションウィンドウ 

部品選択ウィンドウ 

プロジェクトビュー

メニューバー 
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3. メニュー [ プロジェクト ] → [ 新規作成 ] を選択

4. 「新規作成」ダイアログが表示されます。

5. プロジェクトのツリーと回路画面が表示されます。

③シンプルプロジェクトを選択 

②使用するQCPUを選択 

⑤開発するプログラム言語を選択 

④ラベルを使用するをチェック
　 (必ずチェックを入れてください。) 　

①シリーズを選択
 　(ここではQCPU(Qモード)) 

⑥　　　　ボタンをクリック 

①ナビゲーションウィンドウのプロ
　ジェクトビューにプロジェクトの
　ツリーが表示されます。  

②回路画面が表示されます。
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Point

ナビゲーションウィンドウが表示されない場合は以下の手順で表示します。

部品選択ウィンドウが表示されない場合は以下の手順で表示します。

①メニュー[ドッキングウィンドウ]を
　選択 
②[ナビゲーション]を選択 

①メニュー[ドッキングウィンドウ]を
　選択 

②[部品選択]を選択 
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プロジェクトへの FBライブラリの取込み
プログラムに貼り付けるアナログ入力ユニット (Q64AD) 用 FB ライブラリをプロジェクトに取り込
みます。

操作手順

1. メニュー[プロジェクト] → [ライブラリ操作] → [ライブラリをプロジェクト
に取得 ] を選択 

次ページへ
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2. 「ライブラリをプロジェクトに取得」ダイアログが表示されます。

3. 取り込んだFBがプロジェクトビューと部品選択ウィンドウに表示されます。

以上で，Q64AD用 FB ライブラリをGX Works2 で
使用できるようになりました。

続いて，取り込んだ FBライブラリを使って
実際にプログラムを作成してみましょう。

①「Q64AD」を選択 

④　　　　  をクリック 

③取得するライブラリを 
　チェック 

②　　　　　　をクリック

取得したＦＢが，プロジェ
クトビューと部品選択ウィ
ンドウに表示されます。



21

FB の貼付け
FB の貼付けは，部品選択ウィンドウまたはプロジェクトビューからプログラムウィンドウにド
ラッグ&ドロップして行います。( プロジェクトビューからのドラッグ &ドロップは GX Works2 
1.20W以降で可能です。)

操作手順

1. "M+Q64AD_ReadADVal" をプログラムウィンドウに貼付け

2. 「FBインスタンス名入力」ダイアログが表示されます。

設定詳細は，次ページの「④貼り付けた FBの名前を設定」に記載しております。

①部品選択ウィンドウ
　またはプロジェクト
　ビューからＦＢを貼
　り付ける位置に
　ドラッグ＆ドロップ

部品選択
ウィンドウ

プロジェクトビュー
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貼り付けた FBの名前を設定
FB ライブラリをプログラムウィンドウに貼り付けると，貼り付けた FB の名前 (FB インスタンス
名※) を入力するダイアログが表示されます。

※インスタンス名とは，FBを区別するための名前です。

インスタンス名は仮の名前が自動的に設定されます。そのまま使用する場合は，  でダイアロ
グを閉じてください。変更する場合は，同一のプログラム内で，同じ名前が存在しないように設
定してください。

ここでは，デフォルトのままとしてください。

操作手順

1. FB インスタンス名を入力

2. FB がプログラムウィンドウに貼り付けられます。

Point

インスタンス名の入力には，以下の点に注意してください。
　・英字は大文字と小文字が区別される
　・先頭の文字には半角数字は設定できない
　・インスタンス名の最大文字数は半角 16 文字，全角 8文字以内

以下の設定で  をクリックすると，エラーとなります。

①ＦＢインスタンス名(例では
　ReadADVal_1)を入力します。

②　　  をクリック 

（先頭の文字が，半角数字の場合）
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入力回路・出力回路の作成
貼り付けた FB の入力回路部，出力回路部を作成し，プログラムを完成させます。
下図を参考にして入力を行ってください。

番号 内容

① FB 実行指示

② ユニット装着 XYアドレス：0

③ チャンネル番号：1

④ FB 実行中：ON

⑤ 正常終了：ON

⑥ エラー終了：ON

⑦ エラーコードを格納

⑧ アナログ値を格納

入力回路部 出力回路部

①

②

③

⑦

⑧

④

⑤

⑥
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変換・全コンパイルの実施
作成完了したプログラムを実行させるには，変換 /コンパイルが必要です。
以下に，変換･全コンパイルを行う手順を説明します。

操作手順

1. メニュー [ 変換 / コンパイル ] → [ 変換 + 全コンパイル ] を選択

2. メッセージが表示されます。

3. すべてのプログラムが変換 /コンパイルされ，結果がアウトプットウィンド
ウに表示されます。

以上で，プログラム作成完了です。

Point

内部でインデックス修飾を使用して，デバイスの出力を記述 (OUT Y0Z9など )している FB
を複数貼り付けた場合，コンパイル時に二重コイルのワーニングが発生しますが，使用上
問題はありません。

　　　　　をクリック
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シーケンスプログラムの書込みと実行
作成したプログラムを CPU ユニットに書き込んで，実際に動かしてみましょう。

操作手順

1. メニュー [ オンライン ] → [PC 書込 ] を選択

2. 「オンラインデータ操作」ダイアログが表示されます。

3. PC 書込みが行われます。

以上で，作成したプログラムを動かす準備が整いました。

Point

PC 書込でソース情報を書き込んでおくと，シーケンサからプログラムを読み出したとき，
FB に復元することが可能です。
なお，ユニバーサルモデルQCPU，L シリーズ CPUユニットでは，ソース情報の書込み先
を CPU ユニット内蔵の標準 ROMに変更することで，シーケンサのプログラムメモリを節
約できます。

①　　　　　　　　をクリック 

②　　　　    をクリック 

 をクリック 
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動作の確認
作成したプログラムの動作を確認してみましょう。

操作手順

1. メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタ開始 ] *1 を選択
*1: 下記のオプションにチェックが入っている場合，メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタモード ] 
を選択
[ ツール ] → [ オプション ] → " プログラムエディタ " → " ラダー " → " 回路図 " → 
" 回路編集モード ( 読出，書込，モニタ，モニタ ( 書込 )) を切り替えて使用する "

2. 「モニタステータス」が表示されます。

次のページへ
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3. スイッチ (X10) を ON にして，アナログ値を読み込んでいることを確認しま
す。

シーケンスプログラム上の FBを画面上でダブルクリックすることで，FB 内のシーケンスプログ
ラムの状態をモニタすることができます。

以上で，FBライブラリの使い方の説明を終わります。

アナログ値の現在値が 
表示されます。 

スイッチ(X10)を
ONします。
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MEMO
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①

②

③

④

⑤
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FB を作ってみよう
ここでは，新しく FBを作成するまでの手順について説明します。

以下の手順で FB を新規作成します。

作成する FBについて P.30

プロジェクトの新規作成 P.31

データの新規作成 P.33

ラベルの設定 P.34

FB プログラムの作成 P.36

変換 / 全コンパイルの実施 P.37

作成した FBの保護 P.39

FB を他プロジェクトで流用 P.41

FB を作成する上でのテクニック P.43
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作成する FBについて
簡単なプログラムを実際に FB にするまでを説明していきます。

例 ) 入力 X1 が 12 回 ONすると，出力 Y12 が ONする

上記プログラムを FB化し，シーケンスプログラムに貼り付けると， FB と入出力だけの簡単なプロ
グラムとなります。

それでは実際に，FB を作成してみましょう。

[タイミングチャート]

入力（X1）

D1

出力（Y12）

[シーケンスプログラム]

1 2 11 12
（インクリメントしたD1の現在値）

X1

［＞＝ D1  K12 ］ （   Y12   ）

［ INCP D1 ］

入力 出力

[ＦＢを貼り付けたシーケンスプログラム]

入力 出力

X1
（ Y12 ）Count_Num_1

i_Count o_C_UP

入力（X1）が12回
ONすると 

出力（Y12）が
ON
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プロジェクトの新規作成
GX Works2 を起動してプロジェクトを新規作成します。

操作手順

1. Windows®のスタート*1→[MELSOFT]→[GX Works2]*2→[GX Works2]を選択
*1: [ スタート画面 ]→ [ すべてのアプリ ]または [スタート ]→ [ すべてのプログラム ]/[ すべてのア
プリ ] から起動します。

*2: Windows® 8 以降では表示されません。

2. 起動後，GX Works2 のメイン画面が表示されます。

次のページへ

ナビゲーションウィンドウ 

部品選択ウィンドウ 

プロジェクトビュー

メニューバー 
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3. メニュー [ プロジェクト ] → [ 新規作成 ] を選択

4. 「新規作成」ダイアログが表示されます。

5. プロジェクトのツリーと回路画面が表示されます。

⑥　　　　ボタンをクリック 

③シンプルプロジェクトを選択 

②使用するQCPUを選択 

⑤開発するプログラム言語を選択 

④ラベルを使用するをチェック
　 (必ずチェックを入れてください。) 　

①シリーズを選択
 　(ここではQCPU(Qモード)) 

①ナビゲーションウィンドウのプロ
　ジェクトビューにプロジェクトの
　ツリーが表示されます。  

②回路画面が表示されます。
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データの新規作成
GX Works2 のプロジェクトが作成されましたら，次にデータを新規作成します ( 今回は
「Count_Num」という FB名称とします )。

操作手順

1. ナビゲーションウィンドウで "FB 管理 " を選択し，右クリック → ショート
カットメニュー [ データ新規作成 ] を選択

2. 「データ新規作成」ダイアログが表示されます。

3. ナビゲーションウィンドウと，部品選択ウィンドウに新規作成した FB　
(Count_Num) が追加されます。

Point

FB 名の入力には，以下の点に注意してください。
・英字は大文字と小文字が区別されます。
・FB 名の最大文字数は 32 文字です。

①“ファンクションブロック”を選択

④　　　     をクリック

②作成するＦＢ名に“Count_Num”と入力

③“ラダー”を選択

“Count_Num”が追加されます。
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ラベルの設定
FB は部品化して流用するため，実デバイスを使用せず，入力ラベル，出力ラベルおよび内部ラベ
ルを使用してプログラムを作成します。

まず，シーケンスプログラムの実デバイスを，入力デバイス，出力デバイス，内部デバイスに分
類します。
次に，分類した実デバイスのラベルをそれぞれ設定します。

 

作成する FB で使用している実デバイスに対応するラベルは，以下のようになります。

では，FB で使用する入力ラベル，出力ラベル，内部ラベルの設定をしてみましょう。

デバイス種別 デバイス名 ラベル種別 ( クラス ) ラベル名 データ型

入力デバイ
ス X1 入力ラベル

(VAR_INPUT) i_Count ビット

出力デバイ
ス Y12 出力ラベル

(VAR_OUTPUT) o_C_Up ビット

内部デバイ
ス D1 内部ラベル (VAR) m_Cnt ワード［符号付き］

：入力デバイス
 （入力ラベルにするデバイス)

：出力デバイス
 （出力ラベルにするデバイス）

：内部デバイス
 （内部ラベルにするデバイス） 
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操作手順

1. 追加した FB の " ローカルラベル "をダブルクリックして，ファンクション／
FBラベル設定を表示します。

 

2. ファンクション /FB ラベル設定が表示されます。

3. 下記のように，ラベルを設定します。

標準的に使用する内部ラベルは，あらかじめ設計データとして Excel などで作成しておき，コピー
＆ペーストで入力する方法で開発工数を削減できます。

“ローカルラベル”をダブルクリック

入力ラベル

出力ラベル

内部ラベル
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FB プログラムの作成
設定したラベルを使用して FB内部のシーケンスプログラムを作成します。

操作手順

1. プロジェクトビュー →  " プログラム部品 " → "FB 管理 " → "Count_Num" → 
" プログラム本体 " をダブルクリック

2.  「[FB] Count_Num」ウィンドウが表示されます。

3.  FB のシーケンスプログラムを作成します。

作成する FB のシーケンスプログラムを以下に示します。
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変換 /全コンパイルの実施
FB を動作させるには変換 /全コンパイルが必要です。
以下に変換 /全コンパイルを行う手順を説明します。

操作手順

1. メニュー [ 変換 / コンパイル ] → [ 変換 + 全コンパイル ] を選択

2. メッセージが表示されます。

3. すべてのプログラムが変換 /コンパイルされ，結果がアウトプットウィンド
ウに表示されます。

以上で，FBの新規作成は完了です。
作成した FBを使用する手順は，「FB ライブラリを使ってみよう」の「③ FBの
貼り付け」以降を参照してください。

Point

内部でインデックス修飾を使用して，デバイスの出力を記述 (OUT Y0Z9など )している FB
を複数貼り付けた場合，コンパイル時に二重コイルのワーニングが発生しますが，使用上
問題はありません。

　　　　　をクリック
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作成した FB を貼り付けて作成したシーケンスプログラムは以下のようになります。
入力（X1）が12回
ONすると 

出力（Y12）が
ON
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作成した FBの保護

操作手順

1. プロジェクトビュー → "プログラム部品" → "FB管理" → "Count_Num"を選
択

 

2. 「ブロックパスワード設定」ダイアログが表示されます。

次のページへ

作成した FB にブロックパスワード設定を行うこと
で，FB を保護することができます。
パスワードにより FB 内のプログラムを閲覧ができ
なくするため，技術ノウハウの流出を防ぐことが
できます。

ここでは，作成した FB のブロックパスワードの設
定方法を説明します。

パスワードを忘れた場合，FB 内のプログラムを閲覧することができなくなります。
お客様にてパスワードの管理をお願いします。

①作成したＦＢ“Count_Num”
　を右クリック

 ② ショートカットメニュー
      [ブロックパスワード設定]を選択

 ①　　　　　　　をクリック 
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3. 「ブロックパスワードの変更」ダイアログが表示されます。
 

4. "Count_Num" に，ブロックパスワードが設定されます。

Point

■ブロックパスワードによる FB のロックは，再度プロジェクトを開いたときに有効にな
ります。
■ブロックパスワードが設定された FB は，プロジェクトビュー上で下記のように表示さ
れます。

■パスワードを再設定することで，ブロックパスワードを変更できます。その場合は，変
更する前に，ブロックパスワードのロックを解除しておいてください。

 ②　　　      をクリック 

①[パスワード]，[確認用パスワード]
　を設定

　　　　      をクリック 

ＦＢアイコンに， マークが付加されます。
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FB を他プロジェクトで流用
FB は他のプロジェクトで流用することができます。
FB を他のプロジェクトで流用する場合，流用元と流用先のプロジェクトをそれぞれ開き，流用元
から流用先にコピーしてください。

FB を他のプロジェクトで流用する方法を，本ガイドで作成した FB"Count_Num" を例に説明しま
す。

操作手順

1. GX Works2 をもう 1 つ起動し，FB"Count_Num" を流用するプロジェクトを
開く。

 

2. FB"Count_Num" を流用先のプロジェクトの「FB 管理」アイコンにドラッグ
& ドロップ

次のページへ

ドラッグ＆ドロップドラッグ＆ドロップ
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3. 流用先プロジェクトに，FB"Count_Num" がコピーされます。

Point

■流用元と流用先のプロジェクトの PCタイプが異なる場合は，コピーできません。
■GX Developer で作成した FB は， GX Works2 のプロジェクトで流用できます。
以下の手順で行います。
①流用元のGX Developer のプロジェクトを，GX Works2 で開く。
[ プロジェクト ] → [ 他形式データを開く ] → [ 他形式プロジェクトを開く ]
( 詳細は，GX Works2 Version1 オペレーティングマニュアル　( 共通編 ) を参照くだ
さい。)

② GX Works2 をもう 1つ起動し，流用先のプロジェクトを開く。
③流用元のプロジェクトから流用先のプロジェクトに FBをドラッグ &ドロップする。

“Count_Num”が追加されます。
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FB を作成する上でのテクニック
FB のシーケンスプログラムを作成する上でのテクニックを紹介します。

1. 複数ビットをワードラベルに転送する方法
BSET，BRST 命令を使用して，対象のワードの各ビットに対してON/OFF 情報をセットすることで， 
複数ビットをワードラベルに転送することができます。

 

2. 複数の連続したデータを FB で参照する方法
以下の方法で FB の入出力ラベルの連続領域を FB の内部ラベルに取り込むことができます。
以下に，入力ラベルの例を示します。

(1) メインプログラムでD1000 から n点分の Dレジスタに値を格納しておきます。
(2) FB の入力ラベルに D1000 を指定します。
(3) FB の内部では，入力ラベル (i_Write_Data) から n点分を BMOVで内部ラベル (n 点分の配列

を確保しておく必要がある ) に転送します。
 

ただし，この場合，FBの入出力ラベルを省略すると，内部ラベルに予期しないデータが格納され，
シーケンスプログラムの暴走など，思わぬ動作を行うことがありますので，入出力ラベルは省略し
ないでください。

n=i_Num_Write_Data

D1000
+1
+2
+3
+4
+5
+6

+(n-1)

i_Write_Data int_Write_Data[0]

[2]
[1]

[3]
[4]
[5]
[6]

[n-1]

[BMOV]（nワード）
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3. インデックスレジスタを FB 内で使用する方法
FB 内でインデックスレジスタを使用する場合は，インデックスレジスタの保護のために，イン
デックスレジスタの退避回路と復帰回路を追加してください。

［作成例］
FB内のプログラム実行前にインデックスレジスタ Z7，Z8，Z9 を退避し，プログラム終了時に退
避したインデックスを復帰するプログラムの例を以下に示します。

 

 

Excel およびWindows は，米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標また
は商標です。
本文中における会社名，システム名，製品名などは，一般に各社の登録商標または商標です。
本文中で，商標記号 ( ™ , ®) は明記していない場合があります。

ラベル名 タイプ 用途
int_Z_tmp[0] ビット インデックスレジスタ Z9退避用
int_Z_tmp[1] ビット インデックスレジスタ Z8退避用
int_Z_tmp[2] ビット インデックスレジスタ Z7退避用
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